
■ ２０２０年度に向けた準備内容等

２０１８年度 ２０１９年度（移行措置最終年度） ２０２０年度

□新しい学習指導要領の趣旨を踏まえた 新しい学習指導要領の趣旨を踏まえたカリキュラムマネジメントの移行②
カリキュラムマネジメントの移行①
※特別の教科｢道徳｣は先行実施 ※特別の教科｢道徳｣は先行実施

□新学習指導要領に基づく全体計画及び
年間指導計画の検討

【授業改善の視点】考え、表現する授業 □新学習指導要領に基づく年間指導計画の □新学習指導要領に基づく年間指導計画の作成
「主体的･対話的で深い学び」 検討・作成 □学習評価に関する理解と実践

・何を理解しているか。何ができるか。
（生きて働く「知識･理解」の習得）

・学んだことをどのように使うか。
（「思考力･判断力･表現力等」の育成）

・どのように関わり、よりよく生きるか。
（「学びに向かう力･人間性等」の涵養）

教 科
【評価の３観点】学力の定義(３要素)

□環境の整備
□指導内容及び指導計画の検討
□年間指導計画の検討

【移行措置】
５,６年＝外国語活動（＋15時間；50時間） ☆新しい教育課程での試行
３,４年＝外国語活動（＋15時間）

□外国語活動(３･４年)・外国語科(５･６年)＝ 全体計画及び年間指導計画等の作成

☆ ローテーション道徳の実施 「問い」に向き合う「考え、議論する道徳」への質的転換（多面的・多角的な捉え）

※教科書がないので先行実施

※教科書がないので先行実施

□週時程及び時間割の試行
（月曜６校時の創設）

◇ 新教育課程編成のための準備スケジュール 富岡市立高瀬小学校

学校の判断により新学習指導要領による実施が可能

※現行または新学習指導要領による実施にかかわらず学校において先行実施する内容

・ 社会に開かれた教育課程についての研修
（2030年の社会と子供たちの未来を見据えた教育課程の編成）

・ 「主体的･対話的で深い学び」「学習評価の在り方」についての研修
（評価の観点：「知識･技能｣ ｢思考･判断･表現｣ ｢主体的に学習に取り組む態度｣）

□ 新学習指導要領により実施 新学習指導要領に基づく全体計画及び年間指導計画・別葉等の作成

※第３～６学年＝70時間(週２コマ)

※総授業時数は３年生以上で週１コマ分の増加 → ※月曜日６校時で対応
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その他 新カリキュラム本格実施

□ 新学習指導要領により実施

積極的に教育課程に加えて実施する。【試行】

※３･４年＝外国語活動(35時間；週１コマ), ５･６年＝外国語科(70時間；週２コマ) １コマ増
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□ 新学習指導要領により実施

新しい教育課程の本格実施

□ 新学習指導要領により実施 新学習指導要領に基づく全体計画及び年間指導計画等の作成

※第１学年＝34時間(週１コマ), 第２～６学年＝35時間 (週１コマ)


